
を
求
め
て
゜

　
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど

６
力
固
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機
構
」

　
（
北
区
蕃
山
町
）
は
、
衛
生

環
境
の
向
上
や
、
貧
困
の
解

決
と
い
っ
た
長
期
的
な
支
援

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
」
（
北
区
伊
福
町
３
）
と

と
も
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
一
員
と
し
て
志
を
同
じ

く
す
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開

発
機
構
を
通
し
て
、
支
援
を

受
け
る
人
た
ち
の
声
を
聞
い

た
。

　
ネ
パ
ー
ル
中
部
・
ル
パ
ン

デ
ヒ
郡
カ
マ
リ
ヤ
村
。
首
都

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
２
０
０
諺

以
上
離
れ
、
最
も
低
い
カ
ー

ス
ト
の
人
た
ち
が
住
む
地
域

だ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機

構
の
支
援
で
衛
生
環
境
の
向

上
に
取
り
組
ん
だ
村
の
女

性
、
サ
ン
ギ
タ
・
チ
ョ
ウ
ド

リ
さ
ん
（
3
3
）
は
「
村
の
す
べ

て
が
変
わ
っ
た
」
と
話
す
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
3
0
年

ＡＭＤＡ社会開発機構

圖
目
閣
Ｍ
圖

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
健
康

に
関
す
る
知
識
を
広
め
る
た

め
、
村
の
女
性
た
ち
を
故
人

ず
つ
の
ク
ル
ー
ー
プ
に
分
け
、

乳
幼
児
の
健
康
▽
安
全
な
妊

娠
▽
水
と
衛
生
－
―
と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
割
り
振
る
。
ク

ル
ー
ー
ブ
ご
と
に
研
修
を
受

け
、
学
ん
だ
内
容
を
他
の
村

人
に
伝
え
て
も
ら
う
。
チ
ョ

ウ
ド
リ
さ
ん
は
公
衆
衛
生
を

担
当
。
手
洗
い
の
重
要
性
や
、

ト
イ
レ
の
設
置
で
病
気
が
防

げ
る
こ
と
な
ど
を
村
人
に
伝

え
た
。
各
家
庭
を
ま
わ
っ
て

ト
イ
レ
の
設
置
を
呼
び
か

け
、
集
落
が
全
戸
設
置
を
達

成
。
村
で
一
番
早
く
達
成
し

た
快
挙
と
あ
っ
て
、
お
祝
い

の
行
事
も
開
か
れ
た
。

　
活
動
は
、
別
の
効
果
も
も

た
ら
し
た
。
「
こ
れ
ま
で
私

た
ち
女
性
ぱ
何
の
決
定
極
右

持
だ
な
か
っ
た
。
で
も
今
は

違
う
］
と
、
チ
ョ
ウ
ド
リ
さ

ん
は
力
説
す
る
。
村
の
女
性

だ
ち
と
交
流
し
、
村
人
に
知

識
を
広
め
る
立
賜
に
な
っ
た

こ
と
で
、
自
分
に
自
信
を
持

て
た
。
「
今
は
、
集
落
の
た

め
に
活
動
す
る
こ
と
が
、
私

の
幸
せ
な
の
で
す
」

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
中
部
の
乾
燥

地
帯
、
メ
テ
ィ
ラ
郡
チ
ャ
ウ

ビ
ュ
ゴ
ン
村
で
は
、
小
規
模

無
担
保
融
鯛
（
マ
イ
ク
ロ
ク

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機
構

r
F
g
M
.
9
J
＼
　
活
動
地
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
『
ホ
ン
ジ
ュ

　
　
　
ラ
ス
、
ザ
ン
ビ
ア
な
ど
６
力
国
。
外
務
省

昌　
ｒ
　
の
資
金
協
力
を
得
て
、
政
府
開
発
援
助
（
ｏ

Ｄ
Ａ
）
の
一
環
と
し
て
活
動
。
シ
エ
ラ
レ
す
茅
で
は

国
際
協
力
機
構
ヱ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
事
業
と
し
て
、
母

親
や
幼
児
へ
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
２
０
１
３
年
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
っ

た
。

に
充
て
て
も
ら
い
、

生
活
を
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、
生

上
向
か
せ
る
取
り
組
み
だ
。

融
資
を
受
け
た
テ
イ
こ
ソ
ー

さ
ん
（
4
2
）
は
「
生
活
が
豊
か

教
育
受
け
生
活
向
上
に

公衆衛生に関する支援を受Ｕたネバールのサンギタ

ョウドリさん（左）らﾆ＝ＡＭＤＡ社会開発機構提供

レ
ジ
ッ
ト
）
を
実
施
し
て
い
に
な
っ
た
」
と
感
謝
す
る
。

る
。
貧
困
世
帯
の
女
性
に
融
　
６
人
の
子
供
を
育
て
る
ジ

資
し
て
農
業
や
畜
産
業
な
ど
１
さ
ん
は
、
ま
き
を
売
っ
て

活
は
苦
し
か
っ
た
。
0
7
年
、

３
万
チ
ャ
ッ
ト
（
約
３
千
円
）

の
融
資
で
ヤ
ギ
２
匹
を
購

入
。
ヤ
ギ
は
子
を
産
み
、
家

計
に
困
る
と
ヤ
ギ
を
売
っ
て

米
を
圖
う
こ
と
が
で
き
た
。

融
資
は
年
―
回
で
、
段
階
的

に
増
額
。
ヤ
ギ
の
頭
数
を
増

や
す
と
、
３
年
目
で
土
地
を

買
え
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
1
2

早
、
夫
と
母
が
亡
く
な
る
不

運
が
あ
っ
た
が
、
「
無
事
葬

儀
を
あ
げ
ら
れ
た
」
。
ジ
ー

さ
ん
は
「
息
子
た
ち
に
教
育

を
受
け
さ
せ
た
い
。
支
援
し
’

て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機
構

は
「
今
日
の
生
活
と
明
日
の

希
望
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

1
5
人
の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を

各
地
に
派
遣
。
現
地
の
人
と

手
を
携
え
て
活
動
し
で
い

る
。
　
　
【
五
十
嵐
朋
子
一
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